
子どもの予防接種 

 

 

 

ワクチンの種別 対象年齢 標準的な接種期間 回 数 間 隔 

ロタウイルス 

（※経口接種） 

1 価 出生 6 週 0 日

後～24 週 0 日

後 

 

 

 

生後 2 か月～出生

14 週 6 日後 

※初回は出生 14

週 6 日後までに接

種することが望ま

しい。 

2 回 27 日以上 

5 価 出生 6 週 0 日

後～32 週 0 日

後 

 

 

 

生後 2 か月～出生

14 週 6 日後 

※初回は出生 14

週 6 日後までに接

種することが望ま

しい。 

3 回 27 日以上 

B 型肝炎 1 歳未満 生後 2 か月～9 か

月未満 

初回：2 回 

追加：1 回 

初回：27 日以上 

追加：第 1 回目の注

射から 139 日以上 

小児用肺炎球菌 生後 2 か月～5 歳未満 初回接種開始は生

後 2 か月～7 か月

未満 

 

追加接種は初回接

種終了後、60 日以

上あけて 1 歳～1

歳 3 か月未満 

（初回開始：生後 2

か月～7 か月未満） 

初回：3 回 

追加：1 回 

 

初回：標準的には生

後 1 歳までに 27 日

以上（※１） 

追加：初回接種終了

後 60 日以上あけて 1

歳以降 

（初回開始：生後 7

か月～1 歳未満） 

初回：2 回 

追加：1 回 

 

初回：標準的には生

後 1 歳までに 27 日

以上（※２） 

追加：初回接種終了

後 60 日以上あけて 1

歳以降 

（初回開始：生後 1

歳～2 歳未満） 

2 回 

60 日以上 

（初回開始：生後 2

歳～5 歳未満） 

1 回 

 



 

ワクチンの種別 対象年齢 標準的な接種期間 回 数 間 隔 

五種混合（ｼﾞﾌﾃﾘｱ・

百日咳・破傷風・不

活化ポリオ・ヒブ） 

 

 

 

 

第 1 期：生後 2 か月～7

歳 6 か月未満 

第 1 期初回：生後 2

か月～生後 7 か月

未満 

 

第 1 期追加：1 期初

回接種終了後 6 か

月～1 年半までの間

隔をおく 

初回：3 回 

 

追加：1 回 

初回：20 日以上(標準

的には 20～56 日) 

 

追加：1 期初回接種終

了後 6 か月以上 

二種混合 第 2 期：11 歳以上 13 歳

未満 

11 歳～12 歳未満 1 回  

BCG 1 歳未満 生後 5 か月～8 か月

未満 

1 回  

麻しん・風しん混合 第 1 期：1 歳～2 歳未満  1 回  

第 2 期：5 歳～7 歳未満 

（小学校就学前 1 年間） 

 1 回  

水痘 1 歳～3 歳未満 1 回目：1 歳～1 歳 3

か月未満 

 

2 回目：1 回目 

接種終了後 6 か月

～1 年までの間隔を

おく 

２回 3 か月以上 

（標準的には 6 か月

～1 年まで） 

 

日本脳炎 第 1 期：生後 6 か月～ 

7 歳 6 か月未満 

第 1 期初回：3 歳~4

歳未満 

 

第 1 期追加：4 歳～

5 歳未満 

初回：2 回 

 

 

追加：1 回 

初回：6 日以上(標準

的には６日～２８日) 

追加：第 1 期初回接

種終了後 6 か月以上

(標準的にはおおむね

１年) 

第 2 期：9 歳～13 歳未満 9 歳～10 歳未満 1 回  

ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ感染

症（子宮頸がん） 

12 歳となる日の属する

年度の初日から 16 歳と

なる日の属する年度末

までの間にある（小学校

6 年生から高校 1 年生相

当の）女子 

13 歳となる日の属

する年度の初日か

ら当該年度の末日

までの間（中学 1 年

生相当） 

 

３回 

（1回目接種を

15 歳になるま

でに受ける場

合は 2 回） 

2 か月の間隔をおい

て 2 回接種後、1 回目

の接種から 6 か月以

上の間隔をおく 

 (※３) 



妊婦の予防接種 

 

ワクチンの種別 対象年齢 標準的な接種期間 回 数 間 隔 

RS ウイルス感染症 妊娠 28 週 0 日から 36

週 6 日までの妊婦 

 1 回  

 

 

※１ ただし、2 回目及び 3 回目の接種は生後 2 歳までに行いそれを超えた場合は行わない。（追加接種は実施

可能。）また、2 回目の接種は生後 1 歳までに行いそれを超えた場合、初回接種の 3 回目は行わない。（追

加接種は実施可能。） 

※２ ただし、2 回目の接種は生後 2 歳までに行いそれを超えた場合は行わない。（追加接種は実施可能。） 

※３ １回目の接種を１５歳になるまでに受ける場合は、１回目を接種した後、６か月後に２回目を接種。 

  

 

 


